
平成27年3月期 第3四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

平成27年1月30日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 富士紡ホールディングス株式会社 上場取引所 東
コード番号 3104 URL http://www.fujibo.co.jp/
代表者 （役職名） 取締役社長 （氏名） 中野 光雄
問合せ先責任者 （役職名） 取締役 （氏名） 吉田 和司 TEL 03-3665-7612
四半期報告書提出予定日 平成27年2月12日
配当支払開始予定日 ―
四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無
四半期決算説明会開催の有無 ： 無

1. 平成27年3月期第3四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第3四半期 31,560 5.8 3,827 52.4 3,851 49.5 2,330 52.9
26年3月期第3四半期 29,840 △7.4 2,512 △55.6 2,576 △52.9 1,524 △54.6

（注）包括利益 27年3月期第3四半期 2,647百万円 （52.8％） 26年3月期第3四半期 1,733百万円 （△48.5％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第3四半期 19.98 ―
26年3月期第3四半期 13.07 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

27年3月期第3四半期 49,387 24,266 49.1
26年3月期 44,679 22,027 49.3
（参考）自己資本 27年3月期第3四半期 24,266百万円 26年3月期 22,027百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 0.00 ― 5.00 5.00
27年3月期 ― 0.00 ―
27年3月期（予想） 6.00 6.00

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 42,200 7.3 4,500 50.9 4,550 49.8 2,500 41.2 21.43



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 
（注）詳細は、添付資料４ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧下さい。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づくレビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連
結財務諸表に対するレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。  

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期3Q 117,200,000 株 26年3月期 117,200,000 株
② 期末自己株式数 27年3月期3Q 545,326 株 26年3月期 537,727 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期3Q 116,658,275 株 26年3月期3Q 116,665,070 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済対策や日銀の金融政策の効果により、企業収益や雇

用情勢の改善など全体として景気は穏やかな回復基調で推移しました。しかしながら、消費税増税前の駆け込み需要

の反動による個人消費の落ち込みの影響や円安による輸入原材料等の調達コスト増、欧州や新興国等海外経済の悪化

懸念により、依然として先行きは不透明な状況となっています。 

このような経営環境の下、当フジボウグループは、中期経営計画『邁進14-16』において重点事業と位置づけている

研磨材事業、化学工業品事業、繊維事業の３事業を中心にサービスの拡大、新規マーケットの開拓を進めるなど、営

業力の強化と収益力の改善に努めました。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は31,560百万円(前年同期比1,719百万円、5.8％の増収)で、営業利

益は3,827百万円(前年同期比1,315百万円、52.4％の増益)、経常利益は3,851百万円(前年同期比1,274百万円、49.5％

の増益)となりました。また四半期純利益は、2,330百万円(前年同期比805百万円、52.9％の増益)となりました。 

  
セグメント別の業績は以下の通りであります。 

  
①研磨材事業 

主力の超精密加工用研磨材は、半導体需要の好調な推移を背景に半導体デバイス用途（CMP）が拡大し、シリコン

ウエハー用途、ハードディスク用途も堅調に推移しました。また、一般工業用途の受注が回復しました。 

この結果、売上高は前年同期比2,274百万円(30.2％)増収の9,814百万円、営業利益は1,342百万円(71.7％)増益の

3,214百万円となりました。 

  
②化学工業品事業  

機能化学品および医薬中間体などの受託製造は、農薬・機能性材料を中心に柳井工場はフル生産を継続すること

ができました。武生工場は設備投資の効果により生産量が増加しました。 

この結果、売上高は前年同期比271百万円(4.1％)増収の6,895百万円、営業利益は33百万円（12.8%）増益の291百

万円となりました。 

  
③繊維事業 

繊維事業は、物流費を中心とする販売費の削減に加え、紡績から編立、加工、縫製まで国内外のグループ内素材

調達・製品生産機能を活用することで収益の改善を図りましたが、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の反動に

より売上が伸びず、円安による輸入原材料価格上昇とエネルギーコストの上昇により厳しい環境が続きました。 

この結果、売上高は前年同期比942百万円(7.7％)減収の11,348百万円、営業利益は56百万円（17.0%）減益の276

百万円となりました。 

  
④その他 

アジアから中南米への輸出をメインとする貿易部門では、自動車関連は車両・部品等が堅調に推移しました。化

成品部門は、デジタルカメラ用部品は回復に至りませんでしたが、自動車用部品は回復基調となり、医療機器用部

品をはじめとする新規用途が拡大しました。精製部門は、溶剤再生のためのエネルギーコスト上昇により苦戦しま

した。 

この結果、売上高は前年同期比115百万円(3.4％)増収の3,502百万円となりましたが、営業利益は３百万円(7.1%)

減益の45百万円となりました。 

  

 

-2-

富士紡ホールディングス㈱（3104） 平成27年３月期　第３四半期決算短信



（２）財政状態に関する説明 

（資産） 

流動資産は前連結会計年度末に比べて3,301百万円増加の21,454百万円となりました。これは、主として研磨材事

業の売上増加に伴い受取手形及び売掛金やたな卸資産が増加したことなどによります。固定資産は前連結会計年度

末に比べて1,406百万円増加の27,933百万円となりました。これは、研磨材事業や化学工業品事業における設備投資

により有形固定資産が増加したことなどによります。 

この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて4,707百万円増加の49,387百万円となりました。 

  
（負債） 

流動負債は前連結会計年度末に比べて2,425百万円増加の16,153百万円となりました。これは、支払手形及び買掛

金、未払法人税等が増加したことなどによります。固定負債は前連結会計年度に比べて43百万円増加の8,967百万円

となりました。 

この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて2,468百万円増加の25,120百万円となりました。 

  
（純資産） 

純資産合計は前連結会計年度末に比べて2,239百万円増加し、24,266百万円となりました。これは、剰余金の配当

による減少が583百万円ありましたが、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を当期首より変更したことによる増加

が177百万円、当四半期純利益の計上による増加が2,330百万円あったことなどによります。 

  
（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

当社グループの業績は、全体としては概ね予想通りで推移しており、平成26年10月31日に公表した通期の業績予想

に変更はありません。 

この業績予想は現時点で入手可能な情報に基づいて作成しておりますが、実際の数値は今後様々な要因により予想

と異なる可能性があります。 
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（原価差異の繰延処理） 

定期的な修繕が特定の四半期に行われるために発生する原価差異は、予定原価が年間を基礎に設定されており、

原価計算期間末までに解消が見込まれるため、当該原価差異を繰り延べて処理する方法を採用しております。 

  

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付

適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについ

て第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰

属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期間に

近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平

均割引率を使用する方法へ変更いたしました。 

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が242百万円減少し、利益剰余金が177百万円

増加しております。また、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれ

ぞれ64百万円減少しております。 

  

  

 

-4-

富士紡ホールディングス㈱（3104） 平成27年３月期　第３四半期決算短信



３．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 2,113 2,343 

    受取手形及び売掛金 8,999 11,746 

    商品及び製品 3,313 3,253 

    仕掛品 1,515 1,990 

    原材料及び貯蔵品 1,235 1,424 

    その他 987 708 

    貸倒引当金 △11 △11 

    流動資産合計 18,153 21,454 

  固定資産     

    有形固定資産     

      建物及び構築物（純額） 4,915 4,944 

      土地 13,774 13,960 

      その他（純額） 5,462 6,280 

      有形固定資産合計 24,151 25,185 

    無形固定資産 315 283 

    投資その他の資産     

      その他 2,065 2,467 

      貸倒引当金 △6 △3 

      投資その他の資産合計 2,059 2,463 

    固定資産合計 26,526 27,933 

  資産合計 44,679 49,387 
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                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

負債の部     

  流動負債     

    支払手形及び買掛金 5,196 6,165 

    短期借入金 5,037 5,480 

    未払法人税等 108 629 

    引当金 810 517 

    設備関係支払手形 383 797 

    その他 2,192 2,563 

    流動負債合計 13,728 16,153 

  固定負債     

    長期借入金 609 872 

    退職給付に係る負債 4,956 4,666 

    資産除去債務 214 214 

    その他 3,144 3,214 

    固定負債合計 8,924 8,967 

  負債合計 22,652 25,120 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 6,673 6,673 

    資本剰余金 2,174 2,174 

    利益剰余金 10,728 12,698 

    自己株式 △60 △62 

    株主資本合計 19,515 21,484 

  その他の包括利益累計額     

    その他有価証券評価差額金 394 544 

    繰延ヘッジ損益 △0 △9 

    土地再評価差額金 2,283 2,237 

    為替換算調整勘定 176 241 

    退職給付に係る調整累計額 △341 △231 

    その他の包括利益累計額合計 2,511 2,782 

  少数株主持分 0 0 

  純資産合計 22,027 24,266 

負債純資産合計 44,679 49,387 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

四半期連結損益計算書 

第３四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

売上高 29,840 31,560 

売上原価 20,449 20,792 

売上総利益 9,391 10,767 

販売費及び一般管理費 6,879 6,939 

営業利益 2,512 3,827 

営業外収益     

  受取利息 2 2 

  受取配当金 31 34 

  固定資産賃貸料 178 148 

  その他 105 61 

  営業外収益合計 317 247 

営業外費用     

  支払利息 70 67 

  固定資産賃貸費用 113 63 

  その他 69 92 

  営業外費用合計 253 223 

経常利益 2,576 3,851 

特別利益     

  固定資産売却益 5 1 

  投資有価証券売却益 0 0 

  投資有価証券清算益 31 ― 

  その他 6 ― 

  特別利益合計 43 1 

特別損失     

  固定資産処分損 42 112 

  減損損失 124 76 

  その他 7 38 

  特別損失合計 174 228 

税金等調整前四半期純利益 2,444 3,624 

法人税、住民税及び事業税 674 1,278 

法人税等調整額 221 15 

法人税等合計 895 1,293 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,549 2,330 

少数株主利益又は少数株主損失（△） 24 △0 

四半期純利益 1,524 2,330 
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四半期連結包括利益計算書 

第３四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,549 2,330 

その他の包括利益     

  その他有価証券評価差額金 113 150 

  繰延ヘッジ損益 △5 △8 

  為替換算調整勘定 75 64 

  退職給付に係る調整額 ― 110 

  その他の包括利益合計 183 316 

四半期包括利益 1,733 2,647 

（内訳）     

  親会社株主に係る四半期包括利益 1,701 2,647 

  少数株主に係る四半期包括利益 31 0 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

  
（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

  
（セグメント情報等） 

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注） １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、自動車関連事業、化成品事業、

電子機器事業及び精製事業等を含んでおります。 

２  セグメント利益の調整額には、セグメント間取引消去が含まれております。 

３  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（重要な負ののれん発生益） 

重要性が乏しいため記載を省略しております。 

  

 

         （単位：百万円） 

  

報告セグメント 
その他 
(注)１ 

合計 
調整額  
(注)２ 

四半期連 
結損益計 
算書計上
額(注)３ 

研磨材  
事業 

化学 
工業品 
事業 

繊維事業 計 

売上高         

 外部顧客への売上高 7,539 6,624 12,290 26,454 3,386 29,840 ― 29,840 

 セグメント間の内部  
 売上高又は振替高 

9 ― 2 11 0 11 △11 ― 

計 7,548 6,624 12,292 26,465 3,387 29,852 △11 29,840 

セグメント利益 1,871 258 333 2,463 48 2,512 △0 2,512 
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注） １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、自動車関連事業、化成品事業及

び精製事業等を含んでおります。 

２  セグメント利益の調整額には、セグメント間取引消去が含まれております。 

３  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  
２．報告セグメントの変更等に関する事項 

会計方針の変更に記載の通り、第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算方法を変更し

たことに伴い、事業セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更しております。 

当該変更により、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の「研磨材事業」のセグメント利益が38

百万円減少し、「化学工業品事業」のセグメント利益が12百万円減少し、「繊維事業」のセグメント利益が12

百万円減少し、「その他」のセグメント利益が０百万円減少しております。 

  

 

              （単位：百万円） 

  

報告セグメント 
その他 
(注)１ 

合計 
調整額  
(注)２ 

四半期連 
結損益計 
算書計上
額(注)３ 

研磨材  
事業 

化学 
工業品 
事業 

繊維事業 計 

売上高                 

 外部顧客への売上高 9,814 6,895 11,348 28,058 3,502 31,560 ― 31,560 

 セグメント間の内部  
 売上高又は振替高 

8 ― 0 8 0 9 △9 ― 

計 9,822 6,895 11,348 28,067 3,503 31,570 △9 31,560 

セグメント利益 3,214 291 276 3,782 45 3,827 △0 3,827 
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